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報 告

第２７回医学情報サ

2004年７月３日（土)～４日（日）に東京国

立オリンピック記念青少年総合センターにおい

て、第２１回医学情報サービス研究大会が開催さ

れました。

今何の参加者は、肢終的に356名で過去競高

の人数となり、活気に溢れていました。大会ロ

ゴマークは、金魚の「きんちゃん｣。東京大会

らしく、「江戸の夏」や「江戸の粋」を表現さ

れたようで、とても可愛らしく親しみが感じら

れました。きんちゃんグッズの手拭いとトート

バッグを買ってしまったほどです。

今回は、大会までに参加者にメールマガジン

を配信されたので､事前に色々な情報が得られ、

大会に行くのが楽しみになりました。大会情報

はもちろん、東京の観光情報など、きめ細かな

気遣いが感じられました。

大会は、参加者自身の研究発表を中心にした

プログラムで、口頭発表22題は、「EBM」「専

門職の教育・学習」「情報分析」「患者・一般情

報サービス」「矯護情報」「図書館サービス」と、

いずれもトピック性の高いセッションで構成さ
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れていました。

ポスター発表も過去妓多の12題と、多岐にわ

たった話題を見ることができました。

また、大会前に継続教育コースとして「へル

スサイエンス側:iIf館貝の基礎知識」「米国の

EBMを支える情報サービス」は、スキルアッ

プを目的とした医学情報入門と最近の動向を把

握できる医学情報トピックスで、図書業務に携

わって２年ほどになる私にとって大変勉強にな

りました。

今大会は、特定のテーマは設けられていませ

んでしたが、その根底に流れるものは「Learn‐

ingfromeachother｣、やはり医学情報サービ

スに関わる者自身が勉強することであると思い

ます。この研究大会にこれからもずっと参加し

て、日常の仕事に生かしていきたいと思いま

す。

最後になりましたが、東京大会の実行委員を

始め、この大会に携わった方々に、心から感謝

いたします。
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